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●養護者による高齢者虐待対応の手順（全体フロー図 1/2）

対対応応のの結結果果

高齢者、養護者、虐待の発見者・発見した関係機関等
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※受け付けた組織内の複数の職員で、対応が必要な可能性を判断

【虐待の疑いについて協議】

【【初初回回相相談談のの内内容容のの共共有有とと、、事事実実確確認認をを行行ううたためめのの協協議議】】
・必要な情報収集項目（依頼項目）
・事実確認の方法と役割分担
・事実確認の期限（初回コアメンバー会議の開催日時）

庁内関係部署、関係
機関からの情報収集

関係機関、関係者等
からの情報収集

役割分担

【【訪訪問問にによよるる事事実実確確認認ののたためめのの調調査査】】
高齢者の安全、虐待が疑われる事実についての確認

情報の整理

【【対対応応方方針針のの決決定定】】
総合的な対応方針、今後の対応や目標、役割分担と期限の決定

【【立立入入調調査査】】
【【高高齢齢者者のの保保護護（（権権限限行行使使含含むむ））】】
・やむを得ない事由による措置
・緊急ショートステイ
・面会制限 など

【【成成年年後後見見制制度度のの市市町町村村長長申申立立】】

必要な場合は
適切に実施

対応方針に沿った対応の実施
高齢者の安全確保、追加的な情報収集の実施

【対応の実施状況及び虐待が解消したかどうかの確認】
・対応の実施状況（設定した目標に対して、誰が、どのように
取り組んだか及び確認した事実と日付

・目標及び対応方法の変更の必要性の有無
・虐待の状況と高齢者や養護者の意向や状況
・養護者支援の必要性

⇒対応の終結／対応の継続／アセスメントや方針の見直し
についての検討
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虐待の疑いはないが、
地域包括支援センター
として相談を継続する
必要があると判断した
事例

・権利擁護対応
(虐待対応を除く)

・包括的・継続的
ケアマネジメント
支援

虐待の疑いはないと
判断した事例

・聞き取りのみ
・情報提供・助言
・他機関への取次・
あっせん

【虐待の疑いについて協議】

虐待が疑われる事実や権利侵害の
事実が確認されなかった場合
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市市町町村村担担当当部部署署 地地域域包包括括支支援援セセンンタターー 関関係係機機関関

収集した情報が十分で
なく、虐待が疑われる
事実や高齢者の権利を
侵害する事実が確認で
きていないため、虐待
の有無が判断できない
場合

【【虐虐待待のの有有無無のの判判断断】】
【【緊緊急急性性のの判判断断】】【【深深刻刻度度のの判判断断】】
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●養護者による高齢者虐待対応の手順（全体フロー図 2/2）

対対応応のの結結果果

【【対対応応のの実実施施状状況況及及びび虐虐待待がが解解消消ししたたかかどどううかかのの確確認認】】

・対応の実施状況（設定した目標に対して、誰が、どのように
取り組んだか）及び確認した事実と日付

・目標及び対応方法の変更の必要性の有無
・虐待の状況と高齢者や養護者の意向や状況

⇒対応の終結／対応の継続／アセスメントや方針の見直し
についての検討

※※措措置置のの廃廃止止、、面面会会制制限限のの解解除除のの検検討討をを含含むむ

【【虐虐待待対対応応のの終終結結】】

【【高高齢齢者者がが安安心心ししてて生生活活をを送送るるたためめのの環環境境のの整整備備状状況況のの確確認認】】

虐待対応として取り組む必要性についての検討
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市市町町村村担担当当部部署署 地地域域包包括括支支援援セセンンタターー 関関係係機機関関

現在の虐待対応方針・
計画の内容を継続しな
がら個別の課題や目標
設定を変更する

【【情情報報収収集集とと虐虐待待発発生生要要因因・・課課題題のの整整理理】】

・虐待発生要因の明確化
・高齢者が安心して生活を送るための環境整備に向けた課題や
ニーズの明確化

【【虐虐待待対対応応方方針針・・計計画画（（案案））のの作作成成】】

総合的な対応方針、課題や目標、役割分担と期限の設定、関与を
依頼する関係機関の選定

※※権権限限のの行行使使おおよよびび措措置置・・面面会会制制限限解解除除要要件件等等のの検検討討
※※養養護護者者支支援援のの必必要要性性のの検検討討

【【虐虐待待対対応応方方針針・・計計画画にに沿沿っったた対対応応のの実実施施

虐待の解消、高齢者が安心して生活を送るための環境整備に向けて必要な対応の実施
※※必必要要にに応応じじてて措措置置やや面面会会制制限限等等のの行行政政権権限限をを行行使使

虐待が解消していない場合

虐待対応を継続

虐待対応として
取り組む必要が
ない場合 関係機関への関与

の引継

・権利擁護対応
(虐待対応を除く)

・包括的・継続的
ケアマネジメン
ト支援終終

結結

段段

階階

虐待対応として取り
組む必要がない場合

虐待が解消していない場合

虐待対応を継続

虐待発生の要因分析及び
虐待対応方針・計画の見
直し

【【虐虐待待対対応応方方針針・・計計画画のの作作成成】】

事前に作成して虐待対応方針・計画（案）の内容を協議・決定

【【立立入入調調査査】】
【【高高齢齢者者のの保保護護（（権権限限行行使使含含むむ））】】
・やむを得ない事由による措置
・緊急ショートステイ
・面会制限 など

【【成成年年後後見見制制度度のの市市町町村村長長申申立立】】

  
  

 
出典：社団法人 日本社会福祉士会, 市町村・地域包括支援センター・都道府県のための養護者による高齢者虐待対応の

手引き, 2011, p.38-39.を基に作成。 
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